
シンラの旅-7「信州・木曽谷」 

森林鉄道が消えた日

エッセイ 
芦原 伸
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樹齢300年の木曽ヒノキが残る赤沢自
然休養林では、倒木から新しい芽が育
つ「倒木更新」の様子が見られる。親
から子への世代交代の瞬間だ

森 林 鉄 道 が  消 えた日
信 州 ・ 木 曽 谷 紀 行

森林面積約93パーセントを誇る長野県木曽郡。
そこはかつて豊富な森林資源を運ぶための
輸送列車「木曽森林鉄道」が走っていた地だ。

人は森とどのように関わり合いながら生きてきたのか。
約40年前の廃線跡が、その答えを静かに物語る。

文◉芦原 伸（ノンフィクション作家）、撮影／戸川 覚
協力／長野県、上松町役場産業観光課、中部森林管理局木曽森林管理署
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木祖村

王滝村

木曽町

南木曽町
（旧「三留野」）

上松町
大桑村

長
野
県

木
曽
郡

長野

松本

JR中央本線 塩尻

薮原

南木曽

大桑

上松

木曽福島

木
曽
川
を
挟
ん
で

中
央
本
線
と
並
走
し
競
い
合
っ
た

森
林
鉄
道
は
生
活
路
線
で
も
あ
っ
た

　

か
つ
て
日
本
各
地
の
森
に
鉄
道
が
走
っ

て
い
た
。

　

そ
の
軌
道
は
全
国
で
約
８
０
０
路
線
あ

り
、
延
べ
６
０
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
も
鉄

路
が
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
読
者

は
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
？

　

林
業
が
盛
ん
だ
っ
た
１
９
５
０
年
代
の

こ
と
で
あ
る
。

　

森
林
鉄
道
は
森
の
王
国
・
日
本
の
象
徴

で
も
あ
っ
た
。
そ
の
多
く
は
国
有
林
や
宮

内
庁
御
料
林
だ
っ
た
が
、
な
か
に
は
生
活

路
線
も
あ
っ
た
。

　

―
―
木
曽
森
林
鉄
道（
林
鉄
）で
あ
る
。

　

中な
か

山せ
ん

道ど
う

の
一
角
、
中
央
西
線
の
上あ

げ

松ま
つ

か

ら
木
曽
川
の
支
流
、
王
滝
川
に
そ
っ
て
運

行
し
た
「
み
や
ま
号
」、小
中
学
生
の
通
学

の
た
め
の
「
や
ま
ば
と
号
」、杣そ

ま

人び
と

た
ち
の

ヘ
ア
カ
ッ
ト
の
た
め
に
移
動
し
た
「
理
髪

車
」
は
、
林
業
の
盛
衰
と
と
も
に
運
命
を

と
も
に
し
た
貴
重
な
生
活
文
化
遺
産
だ
っ

た
。

　

ヒ
ノ
キ
の
伐
採
、
運
材
を
主
目
的
と
し

た
木
曽
森
林
鉄
道
の
は
じ
ま
り
は
明
治
時

代
だ
が
、
や
が
て
沿
線
住
民
の
要
望
に
よ

り
、
住
民
の
列
車
利
用
と
日
用
雑
貨
の
輸

送
が
認
め
ら
れ
た
。
と
く
に
王
滝
村
の
中

心
部
か
ら
12
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
西
の
滝た

き

越ご
し

へ

は
唯
一
の
交
通
手
段
と
な
り
、
役
場
へ
の

所
用
や
上
松
へ
の
買
い
出
し
な
ど
、
生
活

に
欠
か
せ
ぬ
重
要
な
足
と
な
っ
た
。

　

か
つ
て
私
は
そ
の
記
録
映
画
を
つ
く
る

た
め
、
木
曽
谷
に
通
っ
た
こ
と
が
あ
っ

た
。
１
９
７
５
（
昭
和
50
）
年
、
森
林
鉄

道
が
消
滅
し
た
前
後
の
こ
と
で
あ
る
。

　

今
回
は
そ
の
記
憶
を
辿
り
な
が
ら
、
木

曽
の
森
林
と
生
活
の
「
今
」
を
報
告
す
べ

遣
い
は
す
で
に
な
か
っ
た
。　

　

広
大
な
面
積
を
走
る
木
曽
森
林
鉄
道
に

は
小
川
、
王
滝
、
野
尻
、
阿
寺
の
４
つ
の

エ
リ
ア
が
あ
り
、
支
線
は
そ
こ
か
ら
網
の

目
の
よ
う
に
広
が
り
、
最
盛
期
に
は
総
延

長
が
４
０
０
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
超
え
て
い

た
。
な
か
で
も
王
滝
森
林
鉄
道
は
そ
の
メ

イ
ン
で
あ
り
、
人
々
の
貴
重
な
生
活
路
線

で
あ
っ
た
。

 

「
や
ま
ば
と
号
」
は
１
日
上
下
１
便
、
上

松
と
48
・
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
本
谷

を
結
ん
で
運
行
さ
れ
て
い
た
。
奥
地
に
暮

ら
す
人
々
に
と
っ
て
は
唯
一
の
生
活
路
線

で
、
乗
客
は
地
元
の
住
民
、
営
林
署
の
職

員
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。
一
般
の
旅
行
者

も
乗
車
で
き
た
が
、「
自
己
責
任
で
乗
車

し
ま
す
」
と
い
う
書
類
を
渡
さ
れ
て
署
名

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、

「
命
は
保
証
し
な
い
」
と
い
う
こ
と
だ
。

　

実
際
、
単
線
で
運
材
列
車
の
運
行
は
頻

繁
に
あ
っ
た
か
ら
事
故
も
多
か
っ
た
。
木

曽
川
を
挟
ん
で
、
中
央
線
の
機
関
車
と
森

林
鉄
道
の
機
関
車
が
並
走
す
る
た
め
、
互

い
に
目
配
せ
し
て
競
争
し
合
っ
た
と
い
う

エ
ピ
ソ
ー
ド
も
残
っ
て
い
る
。
林
鉄
の
機

関
車
が
急
カ
ー
ブ
を
曲
が
り
切
れ
ず
脱
線

横
転
し
た
、
と
い
う
事
故
も
あ
る
。
機
関

助
手
が
大
け
が
を
し
た
が
、
そ
ん
な
話
が

武
勇
伝
と
し
て
語
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
大

時
代
を
感
じ
る
。

村
人
た
ち
の
記
憶
を
辿
っ
た

 「
や
ま
ば
と
号
」
は
上
松
を
出
る
と
、木
曽

く
取
材
に
赴
き
、
山
深
い
森
林
鉄
道
の
廃

線
跡
に
車
で
分
け
入
っ
た
。
あ
れ
か
ら
半

世
紀
経
っ
た
今
、
記
憶
を
ど
れ
だ
け
取
り

戻
せ
る
か
、
と
い
う
自
分
自
身
へ
の
興
味

も
あ
っ
た
。

　

上
松
に
は
上
松
営
林
署
と
は
別
に
、
全

国
で
も
珍
し
い
上
松
運
輸
営
林
署
が
独
立

し
て
あ
っ
た
。
林
鉄
は
そ
の
運
輸
営
林
署

が
管
理
・
運
営
を
行
っ
て
い
た
。

　

か
つ
て
の
上
松
駅
は
ヒ
ノ
キ
の
香
り
が

充
満
し
て
お
り
、
伐
採
さ
れ
た
材
木
が
貯

木
場
に
野
積
み
に
さ
れ
、
そ
の
間
を
お
も

ち
ゃ
の
よ
う
な
森
林
鉄
道
の
デ
ィ
ー
ゼ
ル

機
関
車
が
行
き
来
し
て
い
た
。
今
そ
の
面

影
を
探
す
の
は
難
し
い
が
、
構
内
と
場
外

を
隔
て
る
フ
ェ
ン
ス
越
し
の
一
角
に
車
両

と
案
内
板
が
残
さ
れ
て
い
た
。
当
時
の
風

景
を
唯
一
し
の
ぶ
よ
す
が
だ
が
、
し
か

し
、
そ
れ
は
記
念
碑
で
あ
り
、
歴
史
の
息

王
滝
村
滝
越
の
王
滝
川
に
架
か
る
白
川
線
の
鉄
橋
跡
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木
曽
谷
の
旅

夫婦二人
開田高原で
ペンション経営
移住者 
寺本勝司さん・
　　京子さん

今
回
の「
Ｓ
Ｉ
Ｎ
Ｒ
Ａ
の
旅
」で
訪
れ
た

木
曽
郡
上
松
町
と
王
滝
村
の
中
か
ら
、

自
然
や
文
化
が
楽
し
め
る
ス
ポ
ッ
ト
を一挙
紹
介
。

木
曽
の
澄
ん
だ
空
気
と
水
、そ
し
て
森
の
恵
み
を

存
分
に
味
わ
う
旅
へ
出
か
け
よ
う
。

木
曽
の
森
と
出
合
う
旅
へ

　

木
曽
谷
一
帯
を
囲
む
豊
か
な
森

林
環
境
は
良
質
な
木
曽
ヒ
ノ
キ
を

産
出
す
る
だ
け
で
な
く
、
地
元
の

食
や
工
芸
品
、
観
光
資
源
な
ど
い

ろ
ん
な
な
文
化
を
育
ん
で
き
た
。

木
曽
を
旅
す
る
と
い
う
こ
と
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
形
で
森
と
出
合
う
と

い
う
こ
と
だ
。前
ペ
ー
ジ（
１
１
５

ペ
ー
ジ
参
照
）
で
紹
介
し
た
赤
沢

自
然
休
養
林
の
散
策
の
ほ
か
、
森

の
恵
み
を
存
分
に
味
わ
え
る
、
Ｓ

Ｉ
Ｎ
Ｒ
Ａ
編
集
部
の
お
す
す
め
ス

ポ
ッ
ト
を
紹
介
し
た
い
。

　

ま
ず
は
上
松
町
・
赤
沢
自
然
休

養
林
内
に
あ
る
「
森
の
宿 

去
来

荘
」。樹
齢
３
０
０
年
の
天
然
林
に

囲
ま
れ
た
小
さ
な
山
荘
だ
。
夜
は

公
園
が
閉
鎖
さ
れ
周
囲
が
無
人
と

な
る
た
め
、
真
っ
暗
の
闇
と
静
寂

の
中
で
ゆ
っ
た
り
と
過
ご
せ
る
、

大
人
の
た
め
の
空
間
。
山
菜
の
季

節
に
は
、
オ
ー
ナ
ー
が
毎
日
山
で

採
っ
て
く
る
タ
ラ
の
芽
、
コ
シ
ア

ブ
ラ
、
フ
キ
な
ど
を
使
っ
た
、
新

鮮
な
山
菜
料
理
を
味
わ
え
る
。

　

木
曽
ヒ
ノ
キ
の
お
土
産
を
買
う

な
ら
、「
池
田
木
材
」
に
行
っ
て
み

よ
う
。
日
本
全
国
の
社
寺
建
築
を

行
う
池
田
木
材
で
は
、
テ
ー
ブ
ル

や
チ
ェ
ア
な
ど
の
家
具
か
ら
、
収

納
ボ
ッ
ク
ス
な
ど
の
小
物
ま
で
製

作
し
て
お
り
、
比
較
的
安
価
な
値

段
で
手
に
入
れ
ら
れ
る
。
人
気
商

品
は
打
ち
水
に
使
う
「
八
角
手
付

き
桶
」。天
然
ヒ
ノ
キ
の
香
り
と
打

ち
水
で
、
暑
い
夏
を
快
適
に
過
ご

す
こ
と
が
で
き
そ
う
だ
。

　

ア
ク
テ
ィ
ブ
に
体
を
動
か
す
な

ら
、
王
滝
村
の
「
自
然
湖
ネ
イ

チ
ャ
ー
カ
ヌ
ー
ツ
ア
ー
」へ
。標
高

１
１
０
０
メ
ー
ト
ル
、
深
い
森
に

囲
ま
れ
た「
自
然
湖
」は
１
９
８
４

（
昭
和
59
）
年
の
長
野
県
西
部
地

震
の
土
石
流
に
よ
っ
て
で
き
た
湖

だ
。
神
秘
的
な
空
間
が
広
が
る
湖

面
で
ゆ
ら
ゆ
ら
揺
ら
れ
な
が
ら
森

林
浴
を
楽
し
む
の
も
贅
沢
だ
。

　

森
に
は
人
を
癒
す
力
が
あ
る
。

何
か
特
別
な
こ
と
を
す
る
の
で
は

な
く
、
た
だ
森
に
入
っ
て
木
々
に

触
れ
て
い
る
だ
け
で
い
い
。
自
然

と
体
が
軽
く
な
り
、
す
っ
き
り
し

た
気
分
に
な
れ
る
。

赤沢の森の中にひっそりと建つナチュラル＆
カントリー風のカフェ。野菜たっぷりのラン
チプレート、国産小麦粉のシフォンケーキ、
季節の手づくり菓子が楽しめる。

 上松町小川4923-1
 0264-52-3373
 11:30～18:30（4月中旬～11月中旬まで）
 月曜、第１火曜（祝日営業、翌日振替休みあり）

Cafe 流れ星
イノシシとブタを掛け合わせたイノブタ料理
が食べられる食事処。イノブタは王滝食堂名
物で、しっかりした脂身、濃い味、臭みがほ
とんどなく、食べやすいのが特徴。

 王滝村東2708－2
 0264-48-2738
 11:00～20:00
 水曜

王滝食堂

自然湖は土砂災害によって生まれた天然の
湖。波がなく穏やかで流れもない湖なので、
カヌー初心者にもおすすめ。幻想的な立ち木
を見ながら森林浴が楽しめる。

 王滝村
 0264-48-1208
 9:30～12:00（午前の部）、
　 13:30～16:00（午後の部）※要予約

 不定休
 大人 6,000円、小学生 4,000円、幼児3,000円

自然湖ネイチャーカヌーツアー
赤沢自然休養林内にある大人限定の宿。別館
の三木荘は今上天皇が皇太子時代に宿泊した
こともある。山菜や川魚を使用した創作料理
のコースが人気。

 上松町大字小川79林小班
 0264-52-2602
 去来荘 9,500円（税込）、
　 三木荘 11,500円（税込）
 　※いずれも１泊２食付き、
 　18歳未満は宿泊不可

森の宿 去来荘

創業 390年、日本で二番目に古いと
いわれるそば屋。かつて松尾芭蕉や
喜多川歌麿も訪れたという。漆塗り
の二段器に盛られた白いそばが特
徴。

 上松町上松寝覚1710
 0264-52-2081
 10:30～17:30（平日）、
　 10:30～18:30（土日）
　 ※冬季は10:30～17:00まで

 木曜

越前屋そば店

木曽ヒノキの風呂、家具、木工品な
どを扱う製材所。木曽ヒノキは年輪
幅が狭く均等で強度に優れており、
肌触りが良い。

 上松町正島町1-30
 0264-52-3366

池田木材

1993年、名古屋市から開田高原に移住
してきた寺本夫妻はペンション経営を
始めて早22年。当時、移住者は珍しく、
地元の人からは「どこの馬の骨がきた」
とも言われた。集落には“五人組”と呼
ばれる制度があり、仲間に入らないとゴ
ミを捨てることすらできなかったが、３年
かけて徐々に受け入れられた。近所付
き合いを大事にし続ける勝司さんは「伍
人組の“伍”はお互い様の“互”」と語る。
ロッジでは薪ストーブが置いてあるラウ
ンジでジャズを聴きながらお客さんたち
と酒を酌み交わすのが至福の時だ。「こ
こに住んでよかった」と京子さん。二人
のロッジは今日も上天気だ。

 木曽町開田高原西野6322－419
 0264-44-2131
 レギュラーディナーコース9,500円
　 （１泊２食付き）

ロッジ上天気

木祖村JR
中
央
本
線

王滝村
木曽町

ロッジ上天気

池田木材

越前屋そば店
森の宿 去来荘
赤沢自然休養林

Cafe流れ星

御岳自然湖

王滝食堂

南木曽町

上松町

大桑村
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